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増大号特集⽛末梢神経・筋肉の自己免疫性・
炎症性疾患ハンドブック⽜をお届けします。
各執筆者の熱のこもった筆致で綴られた本特
集は，非常に充実した内容になりました。
日々の臨床に間違いなく役に立つ 1 冊にな
ると思います。
この号を拝読し，私が印象深く思ったのは，
これらの疾患の免疫療法が大きく変貌しつつ
あることを実感したことです。今後，さらに
目指すべき治療戦略は，疾患の根底にある病
態機序を明らかにし，最適な治療標的分子を
同定し，それに可能な限り特異的な治療薬を
用い，副作用を最低限に抑えることではない
かと思いました。つまり現在の広範な免疫抑
制ないし非選択的抗体除去から，より標的を
絞った治療へとシフトしていく過程に現在は
あるように感じました。そしてその大きな変
革の中心を担うのは抗体医薬であり，そして
もう 1つ，CAR-T細胞ではないかと考えてい
ます。
CAR-T細胞療法は脳神経内科医には馴染
みが薄いですが，急性リンパ性白血病や悪性
リンパ腫といった血液がんに大きな進歩をも
たらした治療法です。患者自身の T 細胞を
採取し，がん細胞を認識するためのキメラ抗
原受容体（chimeric antigen receptor：CAR）遺伝
子を導入，これによって生成された CAR-T

細胞を再び患者に戻します。昨年，Cell誌に
報告されたドイツからの前臨床試験では，

T細胞に NMDA受容体遺伝子を含むキメラ
遺伝子を導入した CAR-T 細胞を作成し，
NMDA受容体抗体を産生する B細胞株を選
択的に枯渇させ，自己抗体レベルを低下させ
ることに成功しました1)。標的細胞以外に障
害はなく，また標的細胞が少ないため，CAR-
T細胞療法の安全上の懸念であるサイトカイ
ンストームも生じませんでした。同様の
CAR-T細胞を用いた治療研究は重症筋無力
症でも報告され2)，さらに今年になって特発
性炎症性筋炎，全身性エリテマトーデス，全
身性硬化症に対して CD19 CAR-T 細胞の効
果を検証した症例集積研究も報告されまし
た3)。
神経免疫疾患の治療に大きな変化が起こる
予感がします。近未来の脳神経内科医は
CAR-T細胞という新たな治療手段を手に入
れることになるのではないかととてもワクワ
クしています。

（下畑享良)
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